




















は、公的旅行機関国際同盟 （International Union of Ofﬁcial 
Travel Organization＝ IUOTO）1のレポ トーで 1973 年といわ




















Global Wellness Institute（2017）の調査によれば 2015 年
のヘルスツ リーズム2の世界市場は約 61 兆円（5630 億 USド
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Abstract：
Healthy consciousness is rising in Japan. There has been the tourism needs that relates healthy, in the activity that the 
leisure element is very strong as tourism. This paper surveys health tourism studies in Japan, and it will clarify the current 
state and issue of health tourism studies. It was clear that there were few evidence-based studies from the viewpoint of 






































































































〈形態 5〉 健康増進・体力強化を意図した行動〈スポ ツー、
自然接触型レジャー 活動）









































スポーツツ リーズムがある。2011 年にスポーツツ リーズム推進
連絡会議によってまとめられた「スポーツツ リーズム推進基本






















































































































































































































































康に与える影響について質問紙調査（Positive and Negative 
Affect Schedule. Subjective Happiness Scale, 職業性ストレス簡
易調査表 , The Center for Epidemiologic Studies Depression, 





て最終的な分析対象はメンタルヘルスツ リーズム群 14 名、効
果的なストレス対処方法に関する1時間半の研修の受講前後
で調査が実施された研修群 16 名、調査の趣旨説明のみ 30















































研究を実施した。対象者は喫煙群 22 例、非喫煙群 36 例で
ある。温泉療法の臨床効果は、長期喫煙例では、明らかな
有効例は15 例（68.2%）であり、非喫煙例では、明らかな
















Body Mass Index（BMI）が 25 以上 15の症例は5 例であり、







































































































































































1 　1975 年発足の世界観光機関（World Tourism Organization＝
WTO） の前身で1947 年に設立された国際機関である。
2　Global Wellness Institute（2017）では、ウェルネスツ リーズムと表現
されている。また、その定義として「健康を増進・維持することを目的
とした観光」としている。
3　同じくニュ ツー リーズムとして位置づけられるエコツ リーズム、グリー ン
ツ リーズム、産業観光をCiNiiで検索すると、そのヒット数はエコツー











































15　Body Mass Index とは肥満度を測定するための指標であり、体重 
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